












































































































豊かな人々が世界の GNPの 82.7％，貿易の 81.2％，商業借款の 94.6％，国内貯蓄の 80.6％，
国内投資の 80.5％を占めているのに対して，もっとも貧しい５分の１の人々は，それぞれ，
GNPの 1.4％，貿易の 1.0％，商業借款の 0.2％，国内貯蓄の 1.0％，国内投資の 1.3％を占め
るに過ぎないという大きな格差である．
また，この図のもとになった 1989 年のデータでは，富裕国と貧困国の１人当たりGNP格差



































である．この表を見ると G7 のうち，軍事支出が ODAの４倍以下の国は無く，米国にいたっ






























軍事費支出額 6,420億ドルの 10分の１強であって，2000 年から 2003 年にかけての軍事費の増
加分 1,180億ドルが援助に使われていれば，富裕国の ODA総額は GNIの約 0.7％に達し，懸
案の国際公約を達成できたはずである．



























































































































①平均寿命指数＝(78.0− 25)/(85− 25)＝ 0.883
②教育指数
成人識字指数（2/3 加重）＝(95.8− 0)/(100− 0)＝ 0.958
総就学指数（1/3 加重）＝(69− 0)/(100− 0)＝ 0.690
教育指数＝ 2/3(成人識字指数)＋ 1/3(総就学指数)
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指標 最高値 最低値 コスタリカ
出生時平均余命（歳） 85 25 78.0
成人識字率（％） 100 0 95.8
総就学率（％） 100 0 69
１人当りGDP（PPP US$） 40,000 100 8,840
＝ 2/3(0.958)＋ 1/3(0.690)＝ 0.869
③GDP指数＝[log(8,840)− log(100)]/[log(40,000)− log(100)]＝ 0.748
④HDIの計算＝[(平均寿命指数)＋(教育指数)＋(GDP指数)]/3














［２］Friedman, Thomas L., The World Is Flat :
The Globalized World in the Twenty-First Cen-
tury, Penguin Books, 2006（伏見威蕃訳フラッ
ト化する世界：経済の大転換と人間の未来（上・
下）日本経済新聞社，2006 年）
［３］Sachs, Jeffrey D., The End Of Poverty : How
We Can Make It Happen in Our Lifetime, Wylie,
2005（鈴木主税，野中邦子訳貧困の終焉：2025
年までに世界を変える早川書房，2006 年）
［４］Sen , Amartya , Collected Essays , various
sources, 2000∼ 2004（東郷えりか訳人間の安
全保障集英社新書，2006 年）






2004 年，ただし，邦訳は 2003 年の第８版．）
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